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教育長定例記者会見記録（令和７年 11 月 11 日（火）13:30～14:00）

○報告事項

教育委員会 11月定例会について

○質問項目

１ 県立アリーナについて

２ 令和７年 11 月香川県議会定例会に提案予定の教育委員会関係議案について

３ 東讃地域の新しい統合高校の制服に関するアンケートについて

４ 丸亀競技場ネーミングライツについて

５ 教職員の不祥事について

６ 中学生が逮捕されたことについて

司会）

それでは定刻となりましたので、教育長の定例記者会見を始めさせていただきます。

教育長）

本日の教育委員会 11 月定例会の議案内容などについて、ご説明させていただきます。

議案第１号は、令和８年４月公立学校教職員人事異動基本方針についてであります。

お手元に資料提供しておりますが、この基本方針について決定したものでございます。

この基本方針に加えて、各市町教育委員会教育長及び各小中学校長には、「市町（学校組

合）立小中学校教職員人事異動の基本的な考え方」を、各県立学校長には、「県立学校教職

員人事異動の基本的な考え方」をあわせて通知することとしております。

議案第２号は、令和９年度香川県公立学校教員採用選考試験大綱についてであります。

お手元に資料提供させていただいております。

令和９年４月に採用する公立学校教員の採用選考試験大綱について決定したものでござ

います。

この大綱は、公立学校教員の採用選考にあたりまして、試験の日程や出願資格など、基本

的な事項を定めたものでございます。今後はこれに基づきまして、来年４月下旬に教員採用

選考試験の実施要項を発表して、募集を開始する予定でございます。

優秀な教員の確保のため、ぜひとも多くの方々に応募していただきたいと考えています

ので、報道機関の皆様方にも、採用関係の周知にご協力いただければと思います。

議案第３号は、令和７年 11 月香川県議会定例会に提案予定の教育委員会関係議案に対す

る意見についてでございまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定

に基づく知事からの意見聴取に対しまして、異議が無い旨の回答を行うものでございます。
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その他事項が４件ございまして、１件目は、令和８年度香川県公立学校教員採用選考試験

（秋募集）の結果についてでございます。

明日、資料提供する予定でございますが、11 月１日の東京会場、２日の大阪会場、３日

の香川会場で実施した試験結果について、報告をさせていただきました。

その他事項の２件目は、令和８年度における県立学校の生徒の定員についてでございま

す。

お手元に資料提供させていただいております。

令和８年度の香川県公立高等学校の入学定員につきましては、10 月 20 日に資料提供、記

者発表をいたしましたけれども、高松北高等学校について、高松北中学校からの入学予定者

を除く募集定員を報告いたしました。

その他事項の３件目は、令和８年３月香川県公立高等学校卒業予定者の就職内定状況に

ついてでございます。

お手元に資料提供させていただいております。

来年３月の公立高校卒業予定者の 10 月末現在の就職内定状況について報告いたしました。

公立高校卒業予定者の就職内定率は、83.4％となってございます。

その他事項の４件目は、東讃統合高校の制服に関するアンケートの実施についてでござ

います。

お手元に資料提供させていただいております。

令和 12 年４月に開校予定の東讃地域の新しい統合高校の制服について、在校生とその保

護者や、開校時に当事者となりうる、近隣市町の小学５・６年生、中学１年生とその保護者

へのアンケートの実施を報告したものでございます。

令和 10 年度に石田・志度・津田高校に入学する生徒が、新しい統合高校の３年生になる

ことから、令和９年度の「統合高校の概要」「統合高校の制服」の発表に向けて検討を進め

てまいります。

以上が、11 月教育委員会定例会のご報告となります。

あわせて、香川県立アリーナの「世界で最も美しいアリーナ（The World’s Most 

Beautiful Arenas List 2025）」への選定について、ご報告いたします。

お手元に資料提供させていただいておりますが、この度、県立アリーナが、国連教育科学

文化機関（ユネスコ）本部で創設された建築賞であるベルサイユ賞の「世界で最も美しいア

リーナ」のひとつに選定されました。

ベルサイユ賞は、2015 年にユネスコ本部において創設されており、毎年、設定されたカ

テゴリーごとに、世界の優れた建築物・インテリア等が表彰されています。
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2025 年は、美術館、ホテル、レストランなど８つのカテゴリーが設定されており、順次、

対象施設の選定及び公表がなされております。県立アリーナは、このうち、スポーツ施設や

アリーナ施設のカテゴリーにおいて選定がなされました。

この先の予定でございますけれども、来月 12 月には、県立アリーナを含め、「世界で最も

美しいアリーナ」に選ばれた６施設の中から、最優秀賞となるベルサイユ賞やインテリア特

別賞、エクステリア特別賞の３賞（３施設）が、さらに選定され、別途発表されると伺って

おります。

選定にあたっての知事のコメントは、お手元の資料のとおりでございます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

司会）

それではご質問等ございましたら、お願いいたします。

記者）

最後にご説明のあった県立アリーナのことなんですけども、2015 年からの建築賞で、毎

年カテゴリーが変わるんでしょうか。

教育長）

そうだと思います。私どもの手元に今あるのは 2024 年ですけど、2024 年も８カテゴリー

ありましたが、最初（2015 年）からは、多分変わっていっていると思います。

記者）

今回で言いますと、「スポーツ（アリーナ）」となっているんですけど、要はアリーナと

いうことでしょうか。

教育長）

カテゴリーとしてはスポーツというカテゴリーで分類されていたと思います。

記者）

いわゆるスポーツの部門というのが正確なのか、それともアリーナという部門か。

教育長）

スポーツというカテゴリーですね。というのは、例えば、西安の国際フットボールセンタ

ーみたいなものも選定されていますから。これはアリーナではないですから。
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記者）

スポーツ関連の施設の中で、県立アリーナも。これはベルサイユ賞を受賞したと言えるん

ですか。

教育長）

ベルサイユ賞のリストに選定された。

記者）

「世界で最も美しいアリーナ 2025」のひとつには選ばれたということ。

教育長）

そうです。

記者）

その中で、12月に選ばれる最優秀賞がベルサイユ賞ということでしょうか。

教育長）

はい。

記者）

これまでに、香川県とか日本での受賞はあるんですか。

教育長）

2022 年に、日環アリーナ栃木がインテリア賞を受賞していますね。アリーナの部門では。

去年は、広島の下瀬美術館が、美術館のカテゴリーでベルサイユ賞を受賞しております。あ

と、店舗・百貨店とか、ホテルのカテゴリー、例えば、アマン京都とかはベルサイユ賞を 2020

年に受賞していますね。

記者）

最優秀賞に輝いている建築物というのは、日本にもあるということですね。

教育長）

あります。

記者）

これは、こういう建物がありますよというふうにＰＲをしたから、選定の中に入ってくる

というものなんでしょうか。
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教育長）

全く（そうではない）ですね。ユネスコの方が、世界的な調査の中で選定したという理解

です。

記者）

県立アリーナの紹介が下にあるんですが、これが受賞の理由みたいなところになるんで

しょうか。

教育長）

そうですね。昨日発表されたリスト上に書かれている内容ですかね。

記者）

これはベルサイユ賞の機構が、県立アリーナについて説明している内容というか、こうい

うふうに捉えているということでしょうか。

教育長）

そうですね。

記者）

知事のコメントがありますが、教育長のほうからも、何かお感じになられたことがありま

したら、（コメントを）いただけますか。

教育長）

私も知事と全く同じで、高い評価をいただいたことを大変嬉しく思っておりまして、香川

県の魅力のひとつになるわけですから、改めて、一層の活性化を図る施設になっていくよう

に期待しているというところでございます。

記者）

教育長としてはどういうところが選ばれた理由だと思いますか。

教育長）

昨日、建築の関係のリストをいろいろ見ていました。西安の国際フットボールセンターと

か、（ドイツの）SAP ガーデンとかいろいろ見たんですが、都市景観の中に溶け込んでいる、

非常にデザイン性のすぐれた建築物だなと思いました。

一方で、香川県立アリーナはですね、自然景観の中に溶け込んでいるというのが違いなん

じゃないかなと、私は個人的には思いまして。このことを評価されたのではないかと。これ

は想像ですけども、そう思いました。
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記者）

この受賞が今後、影響があるか。

教育長）

国連機関から、世界で最も美しいというふうに言われたわけですから、それを見に来てい

ただくとか、そういうきっかけにはなるのかなと思いますし、もともと施設と地域のプロモ

ーションというのを開館直後からずっとやってきたわけでございますので、そのひとつの

起爆剤というか、材料になっていくんじゃないかなと思います。

記者）

県立アリーナの件で確認ですけど、まず、県とか県教委として申請をしていたというわけ

ではないということですね。

教育長）

全然していないですね。

記者）

このひとつに選出されたのが 11 月 10 日に発表されて、昨日の段階で県教委のほうにも

連絡が来たということですか。

教育長）

連絡そのものは少し前に来ていたんですけども、発表されるかどうかというのは不確定

状態で、昨日、現地時間の午後１時に発表されたと。

記者）

12 月に、また３つに絞られるということですけど、それまでに新しく申請したりとか、

そういうこともないですか。

教育長）

申請行為は全くないので。先方にリストに挙げていただいた。そのリストの中から３つの

賞を選ぶという、そういう作業になるのかなと思います。

記者）

県教委として何かやるっていうことはなく、選定を待つと。

教育長）

（やることは）特にないですね。
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記者）

先ほど、日環アリーナ栃木の話があったと思うんですけど、これもスポーツのカテゴリー

で 2022 年に選定されて、それは何賞だったんでしょうか。

教育長）

インテリア賞と聞いています。

記者）

日本ではスポーツのカテゴリーでベルサイユ賞になったところはないんですね。

教育長）

ないですね。

記者）

スポーツのカテゴリーで日本で選ばれたのは、今のところは日環アリーナ栃木と香川県

立アリーナの２か所ですか。

教育長）

そうですね。

記者）

議案ですけども、議案第３号で香川県議会定例会に提案予定の教育委員会関係議案につ

いての意見という項目がありますけど、これは旧県立体育館の解体の契約の議案の件にな

るんですか。

教育長）

提案側との関係で議案送付までは内容はお話できない、そういうルールだと思います。

記者）

東讃統合高校の制服なんですけども、こちらはアンケートの結果を受けて考えるという

ことだと思うんですけど、ジェンダーレスな制服にするなど、学校や県教委の方針は今のと

ころ決まってはいないんですか。

教育長）

まさに今アンケートをとって、制服を導入するかしないかも含めて、ゼロベースで検討す

るということでありますので、今、どのような意向があるのかというところからお聞きする

という、そんな流れになりますね。



8

記者）

アンケートをとってから制服の決定までは、どんなプロセスを踏んでいくことになるん

ですか。

教育長）

アンケート内容は当然、分析はしますけれども、いろんな関係者の方とか集まっていただ

いて、デザインも含めた内容を決めていくということになります。

記者）

令和９年４月に発表ということでいいんですか。

教育長）

統合高校の概要の後になりますので、令和９年の夏までには決めていきたいと思います。

というのは、令和 10 年の入学生が新しい高校の３年生になりますから、令和９年中にどん

な制服かという話を、いわゆるオープンスクールなどではご披露していかないといけない

かなという、そんなスケジュール感でおりますので。

記者）

アンケートの結果を見て、分析して、検討は今の高校に在籍している教職員の方と県教委

でしていくのか。

教育長）

教職員だけじゃなくて、保護者とか、あるいはそういったデザインをしている方とか、い

ろいろ幅広くご意見を聴く中で決めていくようになりますかね。今のところはですね。

記者）

アリーナの件ですけども、いっしょに選出されている６施設のうち、他の５施設はどこで

すか。

教育長）

中国の西安の国際サッカーセンター、ドイツの SAP ガーデン、フランスのル・コリゼ、ア

メリカのシーザーズ・スーパードーム、インテュイット・ドーム、この５つです。また後ほ

ど担当のほうに聞いていただけたら。

記者）

制服なんですけども、基本的には１回さらにして、今まで使っているものは別に考えてい

くということですか。
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教育長）

今回、制服についてのアンケートをとります。どんな意向があるか聴きます。今の制服も

どういうふうな使い方をするのかも含めて考えていくということになります。その結論が

令和９年の６月～７月頃かなというふうに思っています。

記者）

丸亀競技場なんですけど、ネーミングライツの再々募集の期間中だと思うんですけど、今

どういう進捗かっていうことと、これで決まらなかったときにどういう対応を考えられて

いるか。あとは、今の再々募集の段階で、どういう意見をお持ちかということをお伺いした

いです。

教育長）

ネーミングライツはどの施設も導入して古いわけですけども、（丸亀競技場の再々募集は）

11 月 14 日を確か締め切りにしていたと思います。ぜひ応募していただきたいなと思ってい

ますが、あまり仮定の話を言われますとあれなんですけども、今回、３回目の募集でありま

すので、どちらかといえばしっかりと応募していただけるところが来ることを今は願って

いるということでございます。

記者）

今はまだ応募が来ているかどうかは言えないですよね。

教育長）

募集中なので、明らかにするのはちょっと難しいかなと思っています。

記者）

募集が終わってからじゃないと、今後の対応については言えないということですよね。

教育長）

そうですね。

記者）

やっぱり決まってほしいというか、どこからかご支援をいただきたいという思いはあり

ますか。

教育長）

決まってほしいというか、我々は地域全体にとってもネーミングライツというのはあっ

たほうがいいんじゃないかというふうに思って募集していますので、そういう意味では来

てほしいなということです。
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記者）

制服のアンケートのことなんですけども、例えば、小豆島中央高校や観音寺総合高校の時

には、このようなアンケートはされてないんですか。

教育長）

してないです。

記者）

初めての。

教育長）

初めてですね。中学生や小学生も含めてアンケートをとって、そこから考えていこうとす

るのは初めてだと思います。

記者）

今回実施されることを決められた理由というのが実施目的のところに書かれている。

教育長）

はい。

記者）

制服自体を学校側が決めるのではなくて、皆さんの意見も踏まえてということですか。

教育長）

先ほどもご質問の中にありましたけど、制服に対する考え方というのは、ジェンダーレス

の話とか、いろんな観点、様々な要素、いろんな意見がありますので、改めて、使う方のご

意向は聴いておくべきじゃないかという判断があったということでございます。

記者）

他県ではこのような取り組みっていうのはあるんでしょうか。

教育長）

それはちょっと調べてないですかね。だけど、多分やっていると思います。

記者）

質問の中で制服の必要性っていうことも聴かれるということで、ゼロベースということ

なので、制服がない県立学校になりうる可能性もあるということですか。
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教育長）

ゼロではないでしょうね。その後に、このアンケートを取りまとめて、また議論が始まり

ますから。ない・ある・両方選べる、いろいろ選択肢はあるんだろうと思いますね。

記者）

そこも含めて幅広く意見を聴くと。対象校になっているのが、この学校からはエリア的に

は通学する児童生徒が他のエリアよりは多そうということですか。

教育長）

多そうというか、これまでの入学実績も踏まえて、その学校を選定しております。

記者）

３校の入学実績ですか。

教育長）

そうです。

記者）

高松で言いますと、このあたりの学校が、この３校への入学実績が他の学校と比べると多

かったということですか。

教育長）

そうです。

記者）

先日、学校の教員の方が酒気帯び運転で事故を起こしたということがあって、それは１件

だけじゃなくてその前にもあったということでありましたけども、それについて県教委と

してどういうふうに受け止められているのかということと、今後どういうふうに対応され

ていくのか伺えますか。

教育長）

受け止めについては、もう大変遺憾というか残念であります。何度も何度も機会あるごと

に注意喚起してきたわけでございますから。それにもかかわらず酒気帯び運転ということ

でございますので、大変遺憾であるということと、大変申し訳なく思ってございまして、改

めて県民の皆様にはお詫び申し上げたいと思ってございます。

今後の対応ですけども、年末も近いんですが、例年、年末には改めて綱紀の保持の関係の

通知などを出しています。それを少し早めて、今回の事案への対応も含めて、改めて注意喚

起を徹底したいなと思ってございます。酒気帯びというのは、やってはいけないと分かって
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いるわけですから、改めて早めに通知を出していくということでございます。また校長会、

教育事務所長会等が今月半ば、そして来月の頭にありますので、その場でも強く注意喚起し

たいなと考えてございます。

記者）

今おっしゃった通知なんですけども、例年がどれぐらいで、今回はいつ頃というのはあり

ますか。

教育長）

例年は 12 月に入って、だいぶ学期末が迫ってからだと思います。それよりはちょっと早

くしたいなと思っています。

記者）

先日、丸亀のほうだったと思いますが、中学生が大麻を吸っていたところを母親が見つけ

てという話があったかなと思いますが、そういった逮捕案件がありまして、低年齢化という

ところがありますが、何か教育長としてどうにかしていきたいというお考えはありますか。

教育長）

違法薬物に関しては、これまでも学校の中でいろいろ指導はしてきていると思います。一

般的に非行防止とかそういうようなことに対しては、例えば刑事責任年齢になる前の、中学

１年生の段階で注意を喚起するような授業とか教室をしたり、いろいろやってきておりま

すけども、なお先般のような事案が起こるということでありますから、改めて市町の教育委

員会あるいは市町立の学校長も含めて、少し非行防止の観点からの啓発・指導というのを強

めたいなと思っていますし、今まで警察と連携した形でいろんなこをとやっていますので、

警察とも連携を強めていきたいなと思っています。

記者）

入手経路とかっていうのも、今はインターネットでもっていうような時代でもあります

し、なかなかそのあたりは対策っていうのは立てづらいっていうことがあるんでしょうか。

教育長）

捜査の過程の中でそれは明らかになると思いますけども、たぶんインターネットで何で

もかんでもという、そこまでにはなってないのかなというふうには今思っています。ただ、

そういうことで巻き込まれることもあるので、そんなことも含めた注意喚起・指導を徹底し

たいなと思っています。

この点に関しては、先般の公安委員会との意見交換の中でも、非行防止の観点からの意見

交換をしっかりしましたので、警察との連携はしっかりとしていけるのではないかと思っ

てございます。
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司会）

他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、教育長定例記者会見を終了させていただきます。ありがとうございました。


